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56.8-81.JI,0.'で. 111作ダイズの 35.5-56.0% にく′

らペてイJ忠に補い.すなわち,qi作とmrr:ダイズの幼

dlの'/l生はそれぞれ平均 1芸当り1.2,0.8頂で.問

YT･:ダイズではF'Li卵が少いわりあいに幼虫の寄生は減少
しない.

5･ 以上の成虫の括動と幼虫の寄生状僧から考えて.

ダイズを広い両肌にわたって周作栽培した場合は,こ

の'lTI出の加平軽減の効果は大きいが,両横か.挟いかあ

るいは主作物の蛭間が埠 ､場合には,効果がないばか

りか,成虫の袋まりをよくしてかえって加苔が多くな

るおそれがある.
＼
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Forutil王Z王ngthelimitedareaoHieldefficiently,

thesoybeanplantsareoftenraisedasa-catch-
ノ′

cropwithvariousothercrops.Here,theresult

/

ofstudiesiSdeSCribc(1on.theinrcstationoEthe

soybeanrootmincr･Mcla,zf7grOmy--aSp･･tOSOY

beanplantgrownagaCatCh･cropwithwheat.

Duringtheperiodofemergence ofadultflies.
zlSthesoybeanplantgrowsinterposingtherows

oEwheat, fliesappearlessinnumberthandoe白
I

inthemonoculturedsoybeanfield.Generally,in

theexperl'mentalfield, theenvironmentalcon-

ditionsarenotfavourablefortheLactivityofflieS

asthe川uminat王onintensityis.weakandtheair

temperatureiSlow owing to the c?vering of

wheatplant,Onhotorwindyday,however,as

the environmenta一conditionsbecomefavourab一e

forthef一yactivity,itisfound.thattheflies

increaseinnumberandbecomeactiye.

Inspiteofthesrhallnumberofeggs,thelarvae

ontherootofthesoybean arenotsoless王n

numberasinthernonoc111tureEield,namely,the

ratioofsurvived一arvaetoeggsis56.8-81.4% in

theformer,but35.5-56.0% in thelatter.ItiS

noticedthattheenvironmentalconditionsinthe

experimentalfieldarenotfavourableforthefly

activitybutitisfairlygoodforthegrowth of

larvae.

OnlllCSccd･corn 九ⅠaggOti'nIIokkAido.SatoruKtTW Ŷ̂ N̂ andKiyoshiSAKURAt(Hokknido

NationalAgrI'culturalExperimentStation,Kotoni,Sapporo).RcccivedOct.24,1956. Bo抄u･

KagaktL-,22,29-33,1957,(withEn′glishresume,33).･

6･ 北海道におけ るタネ′く工につし､て 桑山党 ･桜草 約(凸柿省 北溶辺見菜試験場)31･10･24受理

森 川 忠 曹 博 士 舌 稀 の 質 を 心 よ り 寿 ぎ あ げ る.

タネバェの北梅迫における生活史の大要と加古性につい七述べ! 生憎にもとづく防除法について考 ･

訳し,更にそれらに関する拭鹸結果の大要を記 した.

TFlH忠告博士の輝かしいお仕可のひとつにタネパエ

に関する一巡の研死:-6)がある.タネバエ Hylemyia

plaLzLTlaMeigenはヨーロッパ,アジヤ,北アメ1)カ

など広く北半球に分相す,.J著名な告虫であるが,わが

国でも-lljく松村松咋7), 佐々木,riL次郎8)両博士の著古

に氾服せられて以来,多くの!L'出illに記 され 各地に

わいて印々な作物の発牙に大きな陀凹を与えてI､る･

北湖山で も主として光iJTZの.Lr虫として知 られ そのfiZ

が柳 ごしいので,1929咋以降当nXm 映執 こおいて各

般の釈放抑 沌 行ってきた･こFにはそれらのうちか

ら2.3の1戊机をとりまとめ小文とする.

北肘皿 こわいてクネ/ヾエのrL'がいつ切から起きたか

は明 らかtでないが.lif界耶1次大帆 こよってわが国柏

Ill出花物の帖精がJG晒したため,北和泊では1917年頃

からにわかに光正の我的がはんとなり,そのrri付が急

故に相加し,fl-d咋の光正作付両肌は10万町歩･をこえる

ようになった.しかるにこのとき各地において,1控

の姐が地中で将に発芽しようとする班子の子弟を食告

し,又は幼茎に食入するT=め,多くの欠株を生じたり.

幼茎のみ抽出したりする被告が認められる､ようになり,

良家はこめ被告を俗にポーズと称 して恐れたのである

が, これはまさしく本虫の加熱 こよるものである】).

それ以来.本虫は文豆ばかりでなく,一大小豆,瓜額,

アスパラガス,麦凪 玉東黍'3どにもしば しば加昏し,
l
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しかも出家が披苔を見たのちには,もはや適当な防除

の手段がないため,厄介な苔虫のひとつと考えられて

いる･当虫菜試験場では1929年革堀松次,翌1930年か

ら1933坤に亘って故措沢求がそれぞれ生態ならびに防

除に関する試験調査に従申し,1939年加藤静夫が形態

ならびに分野に関して調査を行い6), 最近数年筆者ら

は主として薬剤防除に関する試験調査をつづけている.

生 態 の 概 要 ､

北沿道に如いてはおおむね年3回の発生であって,
I/

地軸こ舶憶で越年する･触粕を誘引材料,tして金絹製

蛇取出を田切に設田し,成虫の季節的消長を調査した

結果によると,4月下旬からわずかに出現が認められ

5月に入りやや増加するが,同月下旬に至って急にそ

の数を相加する.それを頂点として減少し,6月下旬

よりTTjぴその数を加え,7月上旬に最高頂に遷して,

以後ゆるやかな曲線を描きながら減少して,8月下旬

までつづく.8月下旬から9月上旬のうち東にわずか

に仰榔故を咽すが,同月中旬以降個体数を減じ,10月

に入るときわめて少なく.11月上旬に至れば全くその.

炎雌を3,Lることができなくなる.貯 ここれを菜豆の招

相似を変えて幼虫によ'る被語の推移を調査した紙用を

見ると,ml蕃王のとおりであ､る.

35･70で1.8日であり,幼虫期佃は 18.20の勘合平

均 13.5日,25.00の似合7.5日であった.又,蛸期

間も200ではil･7日,250では lP･4日,2r では

8.7日,-290では7.8日であって,㌦ ､ずれも氾既の上

昇と共に期間を短縮する幌向を認めた.

成虫は魚粕,堆肥,その他臭気のある有機物に誘引

せられるが,幼虫は生植物のみならず,瓜粕,大宝粕,

堆肥などの有機質肥料をも摂食する習性がある.

防除法についての考え方

前節に述べた生態から見て,本虫の防除法としては,

次の諸点が考えられる.すなわち,I

1. 描越期を早晩して水虫の加gLJl盛糊を岨避するこ

と･.成虫の産卵盛期を避けるように播種糊をIaFrJmする

ことによって,-被告を軽減することが可経である.北

沿道では菜豆は5月下旬から6月上旬に亘って描械す

ると被苔が多いので,5月中旬までに,応fifのおそれ

がなくなれば,伐るべく早く描超するのがJ:い,しか

し ｢大手亡｣のように遅描しても減収の少ない中生棚

は,むしろ6月上旬を過ぎて措超し,被告を免れるこ

ともできる.

2. 拓梯後怒らに田土すること.柴豆を描孤してか

ら田土するまでの時間が長いと,その間に超卵される

＼

Tdblc1. Seasonalprevalenceofseed-cornmaggot,basedontheinjuriesofkidneybean,

13/VIl23/VII4/VIIl14/VII24/VIIl4/VIIIll4/VIII24/VIIIL6/IXJ13/IX
Percentageof
injuredscclls 7.4 I,15.8 L26.8 J 5.2 0 r5.8/J25.8 I20.4 E57.6 I21.5

これらの.WILE純栗から見て,本虫は北海道に糾 てヽ

4月lll佃から6月上旬に亘って耶1回の成虫が呪われ

その砧卵にJ:る幼山は6月上旬から7月中旬に亘って

光正.拭別などを加出し,老熟ののち痢化,､それより

の耶2回のl戊山は6月中旬から7月下旬に羽化する.

これからの幼山の自然状態における食餌植物は明らか r

でないが,耶3Ll_71のJ戊虫は7月下旬頃から晩秋に亘っ

て現われ 9J]に描械する秋描出獄がしばしばこの幼

虫の允糾地物となって,被告を受けることがある.

成虫の寿斜ま比較的長く,別行によると5-50日,

平均 831.8日, 936.9日で,日中活動性,数10泣の

卵を1校ずつ又は教組非合して産付する.産卵場所は,

播種後末だ国土を終らない場合は,播種した種子と土

技との旗触面又は種子の表面 配土後の場合は種子に

近い地表面の土塊2)間隙,更に発芽後の場合は地表に

近い助芸文は枕辺の土塊の間などでやる･室内におけ

る実験紙果 によれば,･卵期間は 1台.30で 6.8日,

16.60で 3.7日,23.40で2.8日,26.70で2.4日,

30 ､

)

機会が多くなり,従って被告が増大する.招班後は退

かに幻土することが望ま､しい･

3. 瓜粕,未熟堆肥,下肥などのような肥料の北川

は燐るペく避けること･災気の高い肥料はJ戊山を誘引

し易く,従って産卵を多くする.

4. 被告芸文は被告種子は早期に抜取って処分する

こと.幼虫はしばしば店を移して食等する習性がある

ので,小規模の栽培で労力に余裕があれば,この方法

も不可柁ではない.

5. 兆剤を用いて種子を配い,あるいはあらかじめ

招矧 こ非剤を散布してから描超し,本山の加EL掩防ぐ

こと.被告の多い地方ではこの処旧を行うことにJ:t).

本山の告を免れることができるわけであるが,従来こ

れに適当した兆刑を見出し相なかったJしかし近年山

現した有機合成殺山剤2)うちには,イi望な ものがあ

匂._I

以上のうち,本山の披iLtと招柾糊の早晩との山風

､本虫の旺告と助士の遅速との姻族,ならびに兆剤にj:
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ち本虫の披!Lr,'yJ一止に田する試晩成机を次に摘録する.

本虫の被賓と接種料の早晩との関係

一般桝相法に恥じて菜豆 ｢金時｣を栽培し,椎mLllj

に被rJlを制空王した.1929年から1931年に亘る試験紙

求で,故姻松次.故柁沢求の担当に係る (邦2表).

Table2. Relationbetweenthesowingperiod

ofkidneybeanandthein5uriesdoneby軍eed･-
COrnmaggot.

Note:Yieldratioisaveragedtheresultsof
1930and1931.

叫との試験成約について見ると,各印の披告の様相

は必ずしも一定してはいないが,被告の屈謁は5月下

旬から6月上旬の間に現われ,これを前後するに従っ

て被告を減じ,特に早い場合に被告の少ないのが認め

られる.しかも収虫の点から見ると,5月下旬以降遅

れるに従って抑次減収するので,菜豆の本山による被

告を回避するには,｢金時｣のような品柾では,5月

上,中旬に朽柾するのが適当と認められる.

事由の被害と播種綾の覆土の遅速との関係

に被詔を即dZfした.1929印から193247･:まで4倍friに亘

り拭験T..p縦続し,故相沢求が才uI!'ILT=(那3=')～).
この溺験純恥を皿先すると.印によって杏TLl.'o)多少

に=t5:しい附迎はあrJが,いずれの印も､,捕和紘tEl土す

る■までの時rl'Jが長くなると,それに従って的出がln大

する帆rl･]を明らかに認めることができる.梢に1930印

のJ:うに発生の多いときには,そのWl向が-IL-,糊 邪で

ある.これによっても本山の校:L!をl班滅するためには,

描柾後速かに田土する旺芯が肝要である.

薬剤による防除

薬剤による防除法としては,松子粉衣と招fI.J等I-iJt巾の

両方法がある.そのいずれがTf利であるかについては

日下試験中であるが∴次に1955昨秋李および1956年祁

雫に施行した兆剤防除試放伐机の一部をかかげる.

~(1)'1955年秋季:.tわけるlLt映(那4謹呈)

梯子粉衣法 :1区両fl'11坪.3迎制,乱塊法とし,

9月22日描HI)を切り地肥 (地相を主体とした)して成

虫を誘引し,同月26日に罪正 ｢手穴けLうずら｣を招印

した.梯子粉衣の方状は,和子をわずかに湿らし,班

流比で1%の割合を以て雛剤を丁寧に混和した.調査

は10月14El及び同月16日に全株を抜取って行い,被告

をその程度によって次の5階級に分けた.すなわち,

A一子#.Lこ金紋はあるが生育に支障のないもの. B-･

本茄がわずかに企!lEされているが生育可経のもの.C

･地上に発牙したが木茄全部食害されて生育不能のも

の.D･発芽したが允!L!により地中で枯死したもの.

E一班子が食凹されて不発芽のもの.

(2) 1956咋祁李:rcおける試験 (第5裳)

f,Tl.子粉表紙 ･'1区1旺 (畦長9尺),4遠別,乱塊法.

試映方法は前年の試験に幣じ,5月30日播縄を切り,

翌31日東豆 ｢紅金時｣を描陸した.粉表現は玉虫比で

1.5ro.
搭満散布法 : 前試駅と同様の設計で, 反当 3kg

(1畦当 3.4g)lo刑Etを以て兆剤を招洞F'{こT托机 根く

かきまぜてから捕印した.耶Tは 6Jl25-26nに行い,

Table3. Relationbetweentheelapsed:timetLftcTSOWingtothecovering
seedswithsoilandtheinjuriesdonebysccd･cornmEtggOt.

禦 p.ŜC.1,.iiT?A I percentage｡finj｡rcllsee(lsaftersowingto

tlleioiY7C.ricTaStlS.CCds 1 1929 ト 1930 1 1931 1 1932 IAverage
31



防 虫 科 ･学 第 22･巻-I
1 I

Table4. ResultsofexperimentontheeEfとctofseedcoatingwithinsecticides.(Autumn,1955).

Percentageofinjuredseeds

A Z B l C 1 D I E
Material

A]drin4% dust ､

Dieldrin4% dust

Lindane3% dust

Chlordane536dust
Check

Nolcs･.(1)Averageof3blocks. (2)Examinednpnberofeacllblock:120.

Table5. Resultsofexperimentsontheeffectofseedcoatingwithinsecticides
andscatteringinsecticidesintofurrows.(Spring,1956).

Notes:(1)Averageof3b一ocks.
(2)InthecaseofBHC,seedcoatingwith )･1.5% dustandscatteringγ3% dustintofurrows.

全株25本を抜取って被苔程度別に調査し7こ.

拭験の紙料 ま節4-5我 のとおりで,これを通質す

れば,戊当 3kgの割合を以て炎剤を描滞:･t散布 した

. ものは,桝胡薬剤のいずれ も防除効果が助著であって,

､兆剤F'frJに佼劣が認められない.Bi子粉衣の場合は,

アルド')ン粉剤およびデイールドt)ン粉剤が有効であ

った.TJれ この他へブタクロールについても試験を

行ったが, ド')ン剤と同等かあるいはそれに俊るよう

な帆 句を示 した.すなわ_ちこれらの薬斉は いずれ もタ

ネバエの防除剤として有効に陵用されるものと考えら

れる.しかし実用上の使用虫,使用方法などについて

は,13ia一施行小の試験の結果をまって結論を下 したい.

芋 ` 括

1. クネパ工は北梅迫にわいても盃要告虫のひとつ

であって,矧 こ菜豆に著臼がある.

2. 北和泊では年3回の発生をなし,蛸態で越年す

る.各山代の成虫の出現期は,4月下旬から6月上旬,

6月小畑から7月下旬,7月下旬から10月下旬である

が,紐湖が不盤斉のため,.春季から秋季までほとんど

迎机 して成山の姿が見られる.耶 1世代の幼虫は主と

. して光正を召し,その他,大小豆,玉田黍,アスパラ

山の班巧作物は明らかでないが,節 3世代のそれはし

ば しば秋描表矧 こ苔を与える.

～ 32.

l

. l . ･ . ､ l

3..本虫の防除法としては,描陸期の早腕によって

被等を回避すること,招魂後tEiちに封土すること,瓜

粕,未熟堆肥,下肥のような肥料の施用を成るべく避

けること,殻flE-稚苗又は被告種子を早い うちに処分す

ることなどは.本虫の生態から見て適切な方法と辞め

られるが,持田の時期ならびに出土にtuしては試験:こ

訴え,その有効なことを証明した.

'4.薬剤を用いて粒子を粉衣 し,.又は持越白いこ描梢

に罪剤を散布することも,本虫の防除法として有効な

方法 と考えられるが,試験の結果はデイールドー)ン

4% 粉剤又はアルド.)i,4%粉剤の種子粉衣,又はア

ルド.)ン 4% 粉剤,-ディー)i,ド')ン4,% 粉剤あるい

は BHCy3% 粉剤の播浦散布が有望で,税手相衣よ

りも,むしろ描陸前に拓き野に班用する方法が,一個安

全性を増すように思われる.

5. 本虫の防除薬剤に関しては,今後iCに試験を誼

ねて,その種類及び峡用法を決定したい.
∫
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R占Sum昌一

IThe 8eed･corn maggot (Hylemyz'a L･laLurzz

叩eigen)i9OneOfthemajorinsect-pestsdevouring

variouSkind90Ecrops,especialTykidneybean,王n

Hokkaido.IItproducesthreegenerationsperyear,

theadultsbeingappearedfrom thbcndofApril

totheendofJune,from themiddeofJuneto

theendoEJulyandfrom tllCC'ndofJulytothe

endofOctober.Thelarvaeoffirstgeneration

王nfestr-chicLlyontheseedsorseedlihgsofkidney

苅 22 懇-ト

bean/whitethoseoEthirdg.enemtioninfestthe

Sccd]王ngsoEwJ'nterwhcntSfrequcntTy.BLISCdon

theseasonalprevaTenceEndhabits0日hiSpestit

maybecontrol-edby(1)theregulatioムolr ing
period, cspccially ear7y sowing; (2)cove.ring

seedswith sdilimmediatelyafter_＼sowing; (3)
avoiding the use offish-cake, fresh compostI.

ornight･soil; (4)車 ovin.i injured seeds0r

Iseedl王ngs王nlearlydccasi.on;and(5)seedcoating
with insecticidesorscattelringinsecticides王nto

furrows.OEthem,seeldcoatingwitIldieldrin4%

dustoraldrin 4% dus.t･.?rscatteringaldrin4%

dustorB‖Cγ3% dustseem tobeeconomical一y

prosperouginpractice. 1

Rclat王On betweentheCultivating Pmctice80flticもPhtltatld thelnjllry CallSedhy

tllCIticeSteⅡlAhggot,ChloropsolツヱaeMATStJLltJR.▲･Daijir8ノOKANOTO (Entomo一ogical

Laboratory,ChQgokn NationalAgricultural･ExperimentStation,HimejJ', Hy8goPref.).

Received0?t･25,1956,Bo&u･Kogtzku,22,33-45,1957,(withEnglishresume,44)･ノ

7. 和の栽培条件 とイネカラバエ被害との内債 ､ 岡本大二郎 (凸林省 中国農業試飯場 苦虫研

兜蚤)31･10･25受理 J

尊敬 す る暴'Jlt忠卓二博士 のせ稀 祝'賀記念 t:して本稿 を冷泉 す る こ と'-は非 ､

常 なよ■ろ こびで, 先生の一層 の榊埴勝 を切 に榊 祈 りす る次第 で あ る.

イネカラバ工の放熱ま稲の栽培条件の芸によってかなりおも､むきを矧 こする. この事実を明確にす

ると共に, その原囚をも明らかにしようとして..巧授乳 苗代型式.描械払 移植期,栽植符皮,

碓概水温,施肥払 施肥はなどとの関係につき,

稲の栽培条件とイネカラバエ被臼とのBg尉 こついて,

従来研死せられたもめはあまり多くない.古くは山口

児阿武郡佐々地相虫会1.1)及び野沖原 ･木村5)が移榔弧

扮拭 15)が移桁糊及び肥料との関尉こついて,近くは湖

山3,1)が栽榊密度,移植期,稲田の素質,Ri拓哉胤

肥料3要素など,飯島 ･小坂 ･気田沢l)が肥料,坪野

･田村!).が移植期及び肥料,笹本13)が鉱搾施用との関

係について論じている. 私は1946年以降f:i根県赤名

に放て,イネカラバエに関する研究の一部として,こ

の間軌 こついても各種の試験を行ってきた.1952年以

来姫路に放ても引続き若干の試験を行った.それらの

新釈の一部或は概軌 ま数同に亘って公夫 6-12) したが.

ここに全休の約邪を取純めた.

米桝験退行に当F)御恩mなる御田村抑相接を添うし

た故旧iq啓瓜悶士,柑々御教'不を賜った河fI]黙博士,

1945印までの拭駅を出当せられ その後の試験遂行上

にも抑厚意を指せられた野川六穴術凪 発衣に当り御

杖脚を爪･1,た内四郎 W j:にm左の謝芯を袈する.T.'6

多大の助力を受けた亦名試験地元mElめ各凪 泌 こ当

約 10坪田に亘って田城試験を行った.

場安部肌裕技皆にも厚く御礼申上げる.1
】

＼ 挿種期及び移植期と被苔との関係

播種期及び移植期と邦2化糊被告との的係 (1941-

42): 良林10号を供してiW的した紙料ま郡1淡 の皿

りで,両年共播種期同一の糊合.移柑糊がわそいほど

Tab7el. Re]ÅtionofthedateoE50W'IngAnd

tranSplant王ng to the injury 王n thesecond
gencration(1941-42).

1941 JuDe 5. 80 6590 90150-

25二 - 155 175-

1942 Jungl 515 95 100100 7590110

Remarks:Numberofinjured earsper100
hillswaョShown.
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